
いちごドリルプリント

弥生時代 名前

問1 紀元前4世紀頃から稲作が普及し始めた弥生時代において、近畿地方を中心に多く発見されている、釣鐘のような形をした代表的な青銅器の名称
は何ですか。 （2020年 沖縄県公立入試 類似）

1. 勾玉 2. 埴輪 3. 銅鐸 4. 前方後円墳

問2 弥生時代に作られた吉野ヶ里遺跡のような「環濠集落」が、縄文時代の集落にはほとんど見られない防御的な構造（深い堀や土塁など）を持つ
ようになった背景として、最も適切な理由はどれか。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1. 巨大な前方後円墳を造営するため
の土を確保する目的で、居住地の周
囲を深く掘り下げる必要があったた
め。

2. 大陸から伝わった稲作によって食
料の備蓄が可能になり、土地や水を
巡る集落間の争いが始まったため。

3. 狩猟採集が中心の社会において、
森から降りてくる野生動物の侵入を
物理的に遮断する必要があったため
。

4. 大規模な建築技術が導入されたこ
とで、権力者の権威を象徴するため
の装飾として堀を作ることが流行し
たため。

問3 島根県の荒神谷遺跡や加茂岩倉遺跡では、大量の銅剣や銅鐸が一箇所に埋められた状態で発見されている。これらの金属器が、当時の社会にお
いて果たしていた役割について説明したものとして、最も適切なものはどれか。 （2022年 島根県公立入試 類似）

1. 大規模な森林を切り開くための伐
採具として用いられた

2. 五穀豊穣などを祈るための祭礼用
の道具として用いられた

3. 他の集落との戦争において、殺傷
能力の高い武器として実戦で用いら
れた

4. 米などの収穫量を正確に計測する
ための度量衡として用いられた

問4 弥生時代、ムラ同士の争いに備え、集落の周囲に深い濠（ほり）や柵を巡らせた集落が見られるようになりました。このような特徴を持つ集落
の名称として正しいものを、次の中から選びなさい。 （2022年 沖縄県公立入試 類似）

1. 竪穴住居 2. 高床倉庫 3. 門前町 4. 環濠集落

問5 弥生時代の日本における生活や道具について述べた次の文のうち、歴史的事実として正しいものはどれですか。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. ナウマンゾウなどの大型の動物を
捕らえて主な食料としていた

2. 大陸から渡来人によって仏教が伝
えられ、寺院が建立され始めた

3. 表面に縄目の文様がついた土器が
、煮炊きや貯蔵に広く使われた

4. 稲作が本格的に広まり、収穫のた
めに石包丁が利用された

問6 中国の歴史書とそこに記された倭（日本）に関する記述の組み合わせについて、記述内容から判断して「魏志」倭人伝の説明として最も適切な
ものを選びなさい。 （2024年 沖縄県公立入試 類似）

1. 邪馬台国の卑弥呼が使いを送り、
死後には大きな塚が作られて100人
余りの人々が殉葬されたとする記述

2. 倭王が中国の皇帝に対し、自らを
「日出づる処の天子」と称する国書
を送ったとする記述

3. 倭の奴国の王が後漢の皇帝から金
印を授かり、のちに倭国全体で大き
な乱れが起きたとする記述

4. 倭人が100余りの国に分かれ、朝
鮮半島の楽浪郡に定期的に使者を送
っていたとする記述

問7 佐賀県に位置する吉野ヶ里遺跡は、集落の周囲に深い濠（ほり）や土塁を巡らせた「環濠集落」の代表例として知られています。このような大
規模な防衛施設を持つ集落が弥生時代に造られるようになった社会的な背景として、最も適切な説明はどれか、選びなさい。 （2020年 和歌山県公立入試

類似）

1. 本格的な稲作が始まり、土地や水
をめぐる集落間の争いが激しくなっ
たため

2. 狩猟や採集の効率を上げるために
、獲物となる動物を追い込む囲いが
必要だったため

3. 頻発する大規模な洪水や高潮から
、住居や高床倉庫の浸水を防ぐ必要
があったため

4. 仏教の伝来にともない、寺院を中
心とした聖域を保護する必要が生じ
たため

問8 稲作の伝来によって食料を蓄えることが可能になると、社会の仕組みが大きく変化しました。土地や水をめぐる争いが発生し、富や権力を持つ
者が現れたことで生じた、当時の社会の変化として正しい説明を選びなさい。 （2023年 長野県公立入試 類似）

1. 人々は定住をやめ、マンモスを追
いかけて移動する生活に戻った。

2. 朝廷が全国の人々を戸籍に登録し
、すべての人に一律に口分田を支給
した。

3. 身分差がなくなり、すべての村人
が平等に食料を分配する仕組みが完
成した。

4. 各地に「クニ」と呼ばれるまとま
りができ、それを支配する「王」が
現れた。

問9 佐賀県で発見された、弥生時代の大規模な環濠集落の跡として知られる遺跡について述べた文として、適切なものはどれですか。 （2016年

岐阜県公立入試 類似）

1. 相沢忠洋によって発見された、日
本に旧石器時代が存在したことを証
明する遺跡である。

2. 戦国時代から江戸時代にかけて銀
の採掘が行われた、世界遺産に登録
されている遺跡である

3. 縄文時代の集落跡であり、大型の
堅穴住居やクリの栽培跡が確認され
ている。

4. 物見やぐらや竪穴住居が復元され
ており、銅鏡や銅鐸などの青銅器が
出土している。

問10 福岡県などで出土した、表面が滑らかで機能的な形をした壺型の土器について、その形状や性質が変化した背景として最も適切なものはどれか
。 （2026年 北海道公立入試 類似）

1. 大陸から伝わった仏教の影響によ
り、華美な装飾を避けて質素な道具
を作ることが社会の決まりとなった
から。

2. 狩猟や採集を中心とした移動生活
に耐えられるよう、衝撃を吸収する
ためにあえて厚手に作る技術が途絶
えたから。

3. 稲作が普及したことで、収穫した
食料の貯蔵や煮炊きといった生活道
具としての使いやすさが重視される
ようになったから。

4. 青銅器や鉄器が普及したことで土
器が使われなくなり、儀式用の飾り
としてのみ作られるようになったか
ら。

問11 弥生時代から古墳時代にかけての日本列島において、当時の人々が衣服を仕立てる際に主な原料として用いていたものの組み合わせとして、正
しいものを選びなさい。 （2026年 栃木県公立入試 類似）

1. 綿（木綿）と麻 2. 麻と絹 3. 綿（木綿）と絹 4. 絹と羊毛

問12 中国の歴史書には、紀元前1世紀頃から1世紀頃にかけての倭（日本）の様子が記されています。これらの記述についてまとめた次の説明のうち
、最も適切なものはどれですか。 （2023年 大分県公立入試 類似）

1. 『漢書』地理志には、倭人が100
余りの国に分かれて生活し、定期的
に朝鮮半島の楽浪郡へ使節を送って
いたことが記されている。

2. 『漢書』地理志には、奴国の王が
後漢の光武帝から金印を授かり、中
国との交流を深めたことが記されて
いる。

3. 『後漢書』東夷伝には、卑弥呼が
30余りの国を従え、魏の皇帝から「
親魏倭王」の称号を授かったことが
記されている。

4. 『魏志』倭人伝には、倭の王が初
めて中国の皇帝に朝貢し、大陸の進
んだ青銅器文化を日本へ持ち帰った
ことが記されている。

問13 大陸からの技術伝来によって起きた、弥生時代の道具の変化に関する説明として正しいものはどれですか。 （2018年 奈良県公立入試 類似）

1. 石器から金属器への移行が進み、
実用的な道具には主に鉄が用いられ
るようになった。

2. 青銅が農具の主材料となり、それ
まで使われていた木製農具は全く使
われなくなった。

3. 朝鮮半島から伝わった技術により
、打製石器を加工して鉄のように鋭
くする技法が確立した。

4. 中国から伝わった鉄を使い、日本
独自の文化である縄文土器の文様が
より複雑になった。


